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岩 崎 虎 雄

従 四 位 に 叙 す る

鶴 見 藤 之

従 五 位 に 叙 す る

柿 本 角 太 郎 熊 坂 悟

松 井 廣 吉 吉 沢 章 一

正 六 位 に 叙 す る （ 各 通 ）

長 谷 川 利 文 原 田 徹 本 多 孝 輔

溝 口 富 雄 山 下 孝 之

従 六 位 に 叙 す る （ 各 通 ）

栗 原 孝 次 小 林 元 治 佐 藤 清 友

花 澤 征 則 藤 田 美 貴 夫

正 七 位 に 叙 す る （ 各 通 ）

白 土 正 行

従 七 位 に 叙 す る （ 以 上 九 月 十 六 日 ）

（ 熊 本 大 学 名 誉 教 授 ） 田 縁 昭

正 四 位 に 叙 す る

打 田 孝 次 大 和 田 孝 柴 崎 宗 助

早 川 六 也 本 戸 和 助 渡 貞 治

従 六 位 に 叙 す る （ 各 通 ）

長 沼 七 郎 平 野 信 敏 矢 野 英 二

正 七 位 に 叙 す る （ 各 通 ）

庄 司 弘 安

従 七 位 に 叙 す る （ 以 上 九 月 十 七 日 ）

高 島 史 路

正 六 位 に 叙 す る （ 九 月 十 八 日 ）

正 八 位 眞 島 公 三 郎

従 三 位 に 叙 す る （ 九 月 十 九 日 ）

青 木 宏 之

正 五 位 に 叙 す る

佐 藤 義 男

従 五 位 に 叙 す る （ 以 上 九 月 二 十 日 ）

山 賀 和 子

従 五 位 に 叙 す る

佐 々 木 貞 治

正 七 位 に 叙 す る （ 以 上 九 月 二 十 一 日 ）
代 正 喜

正 七 位 に 叙 す る （ 九 月 二 十 二 日 ）

安 藤 正 富 伊 藤 昇 岡 田 統 生

金 川 外 芳 田 中 英 吉 安 河 内 弘

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）

水 野 進

瑞 宝 単 光 章 を 授 け る （ 以 上 九 月 十 五 日 ）

（ 三 重 大 学 名 誉 教 授 ） 沖 公 智

瑞 宝 中 綬 章 を 授 け る

小 林 元 治 本 多 孝 輔 溝 口 富 雄

山 下 孝 之 吉 沢 章 一

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）

佐 藤 清 友 原 田 徹 藤 田 美 貴 夫

瑞 宝 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 以 上 九 月 十 六 日 ）

（ 熊 本 大 学 名 誉 教 授 ） 田 縁 昭

瑞 宝 中 綬 章 を 授 け る

矢 野 英 二

瑞 宝 単 光 章 を 授 け る （ 以 上 九 月 十 七 日 ）
山 賀 和 子

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 九 月 二 十 一 日 ）

〇 叙 勲
石 川 萬 次 久 保 田 保 佐 藤 昭 三

旭 日 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 九 月 十 四 日 ）
澁 川 守 夫

旭 日 双 光 章 を 授 け る

一 宮 武 司 舂 井 明 中 山 清 太 郎

旭 日 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 以 上 九 月 十 五 日 ）

佐 藤 敬 治

旭 日 重 光 章 を 授 け る

熊 坂 悟

旭 日 双 光 章 を 授 け る

中 村 剛 長 島 文 義

旭 日 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 以 上 九 月 十 六 日 ）

青 木 宏 之

旭 日 中 綬 章 を 授 け る （ 九 月 二 十 日 ）

安 倍 壽 竹 澤 光 三 郎 滿 留 薩 男

瑞 宝 双 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）

加 藤 優 神 谷 光 男

中 村 菊 義 矢 吹 圭 吾

瑞 宝 単 光 章 を 授 け る （ 各 通 ）（ 以 上 九 月 十 四 日 ）

信 任 状 捧 呈 式

十 月 十 九 日 午 前 十 時 、 宮 中 に お い て 、 新 任 本 邦

駐 在 パ ナ マ 国 特 命 全 権 大 使 ホ ル ヘ ・ デ メ ト リ オ ・

コ ス マ ス ・ シ フ ァ キ の 信 任 状 捧 呈 式 を 行 わ れ た 。

十 月 十 九 日 午 前 十 時 三 十 分 、 宮 中 に お い て 、 新

任 本 邦 駐 在 ル ワ ン ダ 国 特 命 全 権 大 使 ア ン ト ワ ー

ヌ ・ ム ニ ャ カ ジ＝ ジ ュ ル の 信 任 状 捧 呈 式 を 行 わ れ

た 。
行 啓

皇 后 陛 下 は 、 十 月 十 八 日 午 後 三 時 御 出 門 、 熊 川

哲 也 Ｋ バ レ エ カ ン パ ニ ー 十 周 年 記 念 全 国 ツ ア ー

「 ロ ミ オ と ジ ュ リ エ ッ ト 」 を 御 鑑 賞 の た め 、 オ ー

チ ャ ー ド ホ ー ル （ 渋 谷 区 ） へ 行 啓 、 同 五 時 十 八 分

還 啓 に な っ た 。

官 庁 事 項

久遠地区に係る特定漁港漁場整備事業計画の変更の公表について
漁港漁場整備法（昭和25年法律第137号）第19条第４項に基づき、次のとおり久遠地区に係る特定

漁港漁場整備事業計画の変更を公表する。
平成 21年 10月 21日 農林水産大臣 赤松 広隆

（「次のとおり」は省略し、久遠地区に係る特定漁港漁場整備事業計画の変更を水産庁漁港漁場整備
部整備課並びに北海道開発局函館開発建設部及びせたな町役場に備え置いて縦覧に供する。）

機械受注統計調査報告（平成 21年８月）（実績）
内閣府経済社会総合研究所

（調査の概要）
本調査は、機械等製造業者の受注した設備用機械類について、毎月の受注実績を調査したものであ
り、調査対象は主要機械等製造業者、調査時点は毎月末日である。
昭和62年４月実績より、調査対象社数を202社（うち機械製造業者178社）から308社（同280社）に
増加させるとともに、調査内容を拡充した280社ベースの調査に移行した。
平成17年４月調査より、日本標準産業分類の改訂（平成14年10月施行）に準拠して、需要者の産業
分類等を変更した。なお、公表については、季節調整に必要なデータが蓄積されるまでの当分の間、
従来の分類と接続可能な移行表章による（巻末の対照表を参照）。この間、新産業分類による計数は
統計表のなかで参考表章する。
主要需要者別機械受注額

（単位：億円、％）
平成20
年７～
９月

10～12
月

21 年
１～３
月

４～６
月

21 年
５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月

受 注 総 額 72,175 57,696 48,391 45,350 15,076 15,416 16,571 16,255

（ －9.1）（－20.1）（－16.1）（ －6.3）（ 1.5）（ 2.3）（ 7.5）（ －1.9）
〔 －5.6〕〔－28.0〕〔－39.7〕〔－42.6〕〔－44.6〕〔－40.9〕〔－33.3〕〔－31.9〕

民 需 32,797 27,966 26,030 25,684 9,544 8,030 7,913 8,637

（ －7.5）（－14.7）（ －6.9）（ －1.3）（ 17.7）（－15.9）（ －1.5）（ 9.2）
〔 －5.1〕〔－22.2〕〔－28.9〕〔－28.0〕〔－19.2〕〔－33.2〕〔－31.4〕〔－18.8〕

〃(船舶・電力を除く) 28,744 24,398 21,984 20,898 6,682 7,328 6,647 6,681

（ －8.9）（－15.1）（ －9.9）（ －4.9）（ －3.0）（ 9.7）（ －9.3）（ 0.5）
〔 －6.9〕〔－23.7〕〔－29.4〕〔－33.4〕〔－38.3〕〔－29.7〕〔－34.8〕〔－26.5〕

製 造 業 12,812 9,941 6,851 7,590 2,453 2,811 2,237 2,346

（－10.9）（－22.4）（－31.1）（ 10.8）（ 5.4）（ 14.6）（－20.4）（ 4.9）
〔 －8.5〕〔－33.1〕〔－51.0〕〔－47.0〕〔－49.5〕〔－43.0〕〔－50.7〕〔－42.1〕

非製造業（船舶・電
力を除く）

15,973 14,381 15,088 13,266 4,216 4,523 4,396 4,368

（ －8.6）（－10.0）（ 4.9）（－12.1）（ －6.9）（ 7.3）（ －2.8）（ －0.6）
〔 －5.7〕〔－15.8〕〔－12.8〕〔－23.7〕〔－29.0〕〔－22.8〕〔－21.7〕〔－13.9〕
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